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あるい 商品としていつどの に用い 可能な限り明ら にしていくとともに、生巧館の活動および近代日本における木口木版史全体の考察を進めること 目的としている。まずは日本にフランス式の本格的な木口木版の技術をもたらした合田清 生巧館設立前後 活動歴をたどった
のちに、当館所蔵品の成立事情や掲載媒体など個々の事
例について述べ こととする。 お当館所蔵 生巧館作品
を掲載する際は図版頁に併せ 作品番号を記した。
 






















時日本には大きな黄楊が無か たので寄木 よう 版木を何枚も組み合わせる必要があり、 屋から穴あけ職人、
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始まっている。朝日新聞社社長の村山龍平は、めざまし新聞 買収し東京進出を果たす前年 明治二〇年に大阪で合田と面会し、同社への入社を勧めている。 創業の予定があり、また「一つの新聞社に縛られるのはつらかったし、また若くもあったので、東京へ出 一旗 げたい希望」 あった いう合田はこれ 断るが、いずれ東京で協力





































図 2《磐梯山噴火真図》郡山市立美術館蔵 図 1《貴顕之肖像》杜若文庫蔵 
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       A-02 
図 4《露国皇太子ニコライ殿下御肖像》 
      A-01 
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  《濃尾震災惨状真図》は、 《磐梯山噴火真図》同様に自然災害の現況を迫真的な




街震災被害真図》 （図９）が発行された。原図 仕上 りから判断するに、写真を参考に描かれたものと写真そのものと二通りであったと思われる。なお記事 合田と山本の名を挙げているが、生巧館木版部 一番弟子であった薗田三佐雄の回
 
図 7《大垣本町之惨状》A-03 図 8《長良川鉄橋傷折》0929 
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想によれば、薗田は明治二二年八月、合田と生巧館画学校門下生の大山翠松とともに熊本地震の附録編集のため館山に滞在していたという
   （
16）
。このため本附録の下













































し（中略）愈々来る十五日 以て 大附録として之 刊行
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塾を明け渡すことは予てから話し合われていたというが、
黒田らが引き継いだのは生巧館画学校の方で、木版部はそ




























      B-0341 
図13《『家庭雑誌』第69〜111号表紙》
作品番号未定 




























































図18 2374 図17 2373 
図19《『文藝界』第1〜5号表紙》B-0360 






















































図23 0592 図22 0572 











































































































うち、雑誌の表紙に使われたことが確認できる清刷りは三二点、重複分や掲載先が確認出来ていないものも含めると五〇点ほど存在する。また広告用に雑誌名等がデザインされた図が一〇点確認できる。雑誌の表紙は前述した『国民之友』 、 『家庭雑誌』 、 『太陽』 、 『文藝界』 他、博文館発行『少年世界』 （図
27） 、学齢館発行『小国民』 （図
28） 、三才社発行『天地人』 、


























     B-0396 
図31《『少国民』第8年1号
     甲種表紙》 
図30《『帝国文庫』広告》 
       B-0346 
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当した。所蔵品には明治二五年から二八年の期間に掲載された表紙五点の清刷りが存在する。また同誌は国策を否定したとして明治二八年九月一五日発行の第七年第一八号で発行停止処分を受けており、同 一一月一〇日に雑誌名を『少国民』に変え改題第一号を発行した。この『少国民』時代の表紙図も一点所蔵されている（図
31） 。 『小国民』は『少年世界』以上に木口木版の挿絵や口





分野となっている。現在までの調査をもとに推測すれば、その最盛期は雑誌と同じく明治二〇年代から三〇年代 たま頃である。また教科や出版社によっても傾向の違いが見られる。木口木版の図版は地理や理科の教科に多く、 清刷りにも国内外の風俗や風景、動植物といった該当 目らしき図が多数確認 きる。ただ 上述した『帝国読本』や『新撰日本小歴史』などの歴史教科書、またリーダーと思しき挿絵も多数存在するため、他教科も含め広く調
 
図32 B-0539 図33 B-0067 














が開けられ、こよりで複数枚まとめられている例 これらは雑誌や教科書など一冊に複数 挿絵を掲載する場合、出版社に見本を提出する際にとられた形態と考え のため同一の紙やこよりでまとめられた束にある図版は同じ 物 掲載されてい 可能性が高い。た えば図
33の一〇図はすべて『小国民』第五年第二一号











誌で頻繁に目にする広告を作成してい ようであ 。ただし胃活 広告は清刷りでは西洋人だが、実際に 物等で
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       広告》0564 
図35《「胃活」広告》B-0274図36《「吉沼時計店」広告》
      B-0271 
 － 174 －
 
図38 B-0108 図37《「三木楽器」広告》B-0148




図42 B-0283 図41《「THE TOKAI CIGARETTES」 
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には「大正五年◯月」あるい 「大正六年◯月」 「入金済」 「
支払済」と紫色の判で押されたものが一〇〇点以上存在
する。そしてこれと同様の判で「大正五年四月七日 と押印された至誠堂編集部から生巧館に宛てた葉書も所蔵されているため、押印のある清刷り 至誠堂書店との仕事 推測できる。葉書には「井上英和辞典挿絵木版六拾
弐点右確に受取申候也」と記されているが、これは井上十吉著『井上英和中辞典』 （至誠堂書店、大正五年）であることが判明している。本書には辞典に示された語を説明する多数の小さな挿図が掲載されており、図版の特定作業は未だ進行中であるが、アルファベット順に見るとＡ〜Ｆのページまでで既に五二点の挿図が清刷りのうちに確認できる。 清刷りは図
43のように一枚に


















れてしまうほど頻出する複製技術である。しかしその広範なイメージ群は、広範に渡っているがゆえにまとめて言及される機会は少なく、 また概観することが困難である。 当館の作品群は、 日本における木口木版の中心的な機関であった生巧館の仕事を、美麗な摺りでひとまとまりに閲覧できる類例の いコレクションである。その研究は端緒 ついたばかりであり、本稿においてはコレクションの大まかな
性格を述べたに過ぎないが、当館所蔵品が有する生巧館と


















2）合田清および生巧館の履歴については以下の文献を参照した。 「合田清君ノ肖像及履歴」 『印刷雑誌』 第一巻第






























































































































32） 「中天狗」 については 『広告の親玉赤天狗参上
 明治のたばこ王









































36）芝築地三郎「私が知っている限りの日本の西洋木版の歴史」 『町田市立国際版画美術館紀要 第四号、 （町田市
立国際版画美術館、平成一二年）参照。
 
   
